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地
域
在
住
の
民
間
有
識
者
と
の
 

協
力
関
係
づ
く
 、n
ノ 

s
二
次
的
自
然
地
域
に
生
息
す
る
絶
滅
危
慎
種
の
調
査
を
通
じ
て
ー
 

株
式
会
社
メ
ッ
ツ
研
究
所
 

一
．
地
域
在
住
の
有
識
者
が
 

も
つ
知
見
に
期
待
 

里
地
里
山
な
ど
全
国
の
二
次
的
自
然
 

地
域
に
は
多
く
の
絶
滅
危
惧
種
が
生
息
 

生
育
す
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
分
布
状
 

況
は
、
正
確
に
把
握
さ
れ
て
い
る
わ
け
 

で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
全
国
共
通
の
 

精
度
で
網
羅
的
に
情
報
を
把
握
す
る
調
 

査
が
望
ま
れ
て
い
た
。
 

こ
こ
で
は
、
全
国
の
生
物
分
布
情
報
 

を
地
域
在
住
の
有
識
者
の
協
力
に
よ
っ
 

て
整
備
し
て
い
く
調
査
手
法
を
検
討
し
 

た
事
例
に
つ
い
て
、
紹
介
す
る
。
 

二
．
調
査
の
背
景
と
内
容
 

里
地
里
山
や
湿
地
な
ど
二
次
的
自
然
 

は
人
手
を
か
け
て
長
年
に
わ
た
り
維
持
 

さ
れ
て
き
た
場
所
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
 

生
き
て
き
た
生
物
に
と
っ
て
、
人
口
減
 

環
境
計
画
室
 
研
究
員
 
岩

野

温

子

 

少
、
農
林
業
や
社
会
構
造
の
変
化
な
ど
 

に
よ
り
人
の
働
き
か
け
が
減
る
こ
と
は
 

生
息
環
境
の
劣
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
 

を
意
味
し
、
絶
滅
が
危
倶
さ
れ
る
種
が
 

増
え
て
い
る
。
 

一
方
、
環
境
省
で
は
、
国
土
の
生
物
 

多
様
性
保
全
の
上
で
二
次
的
自
然
の
重
 

要
性
に
着
目
し
、
「
生
物
多
様
性
保
全
 

上
重
要
な
里
地
里
山
」
（
平
成
二
七
年
）
、
 

「
生
物
多
様
性
の
観
点
か
ら
重
要
度
の
 

高
い
湿
地
」
（
平
成
二
二
年
度
選
定
、
平
 

成
二
六
年
度
見
直
し
）
を
選
定
し
て
い
 

る
。
前
者
は
全
国
に
五
〇
〇
カ
所
、
後
 

者
は
六
三
三
カ
所
あ
り
、
合
計
す
る
と
 

一
、
一
三
三
を
数
え
る
。
実
は
こ
れ
ら
重
 

要
地
域
と
し
て
選
定
さ
れ
た
約
一
、
〇
〇
 

〇
カ
所
（
以
下
「
選
定
地
」
と
い
う
）
 

で
の
生
物
情
報
に
精
粗
の
ば
ら
つ
き
が
 

あ
り
、
そ
の
情
報
拡
充
を
図
る
こ
と
が
 

そ
も
そ
も
の
調
査
目
的
で
あ
っ
た
。
 

平
成
三
〇
年
度
、
環
境
省
に
よ
り
全
 

国
の
選
定
地
に
生
息
す
る
絶
滅
危
倶
種
 

の
情
報
拡
充
の
た
め
の
調
査
計
画
を
作
 

成
す
る
業
務
が
行
わ
れ
、
調
査
手
法
検
 

討
の
た
め
関
東
地
方
一
都
六
県
で
試
行
 

的
に
調
査
を
行
っ
た
。
 

対
象
は
環
境
省
レ
ツ
ド
リ
ス
ト
（
R
 

L
）
種
の
う
ち
陸
域
の
動
物
に
限
定
し
 

動
物
七
分
類
群
ご
と
に
整
理
す
る
こ
と
 

と
し
た
。
選
定
地
は
里
地
里
山
八
八
カ
 

所
、
湿
地
五
三
カ
所
で
合
計
一
四
ー
カ
 

所
（
都
県
単
位
で
情
報
整
理
し
た
た
め
 

複
数
県
に
ま
た
が
る
選
定
地
の
場
合
ダ
 

ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
）
。
基
礎
資
 

料
と
し
て
、
都
県
版
レ
ツ
ド
デ
ー
タ
ブ
 

ッ
ク
（
R
D
B
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
 

生
物
種
別
の
分
布
情
報
を
活
用
。
こ
れ
 

を
基
に
、
調
査
対
象
種
の
生
息
可
能
性
 

を
選
定
地
ご
と
に
類
推
・
整
理
し
た
一
 

覧
表
を
作
成
。
た
だ
こ
れ
は
文
献
情
報
 

か
ら
一
定
基
準
で
 

抽
出
し
た
「
可
能
 

性」 

に
過
ぎ
な
い
 

た
め
、
地
域
に
お
 

い
て
生
物
種
の
生
 

息
に
詳
し
い
有
識
 

者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
 

を
行
い
、
実
際
の
 

生
息
状
況
を
確
認
 

す
る
と
い
う
手
法
 

を
と
っ
た
（
図
1
 

①打診 ~
【都道府県】 ~ 

（紹介・仲介） 

／②ヒアリンク鯛査、 

情報提供 
【都道府県】 

ヒアリング 

響等弾Lノ 
③文献調査 
【事務局】 

図1 調査フ口ー 

④集計・整理 

【事務局】 

、
 
、
 

参
照
）
。
都
県
担
当
者
と
相
談
し
て
地
 

方
版
R
D
B

の
編
集
に
関
わ
っ
た
分
類
 

群
別
の
専
門
家
の
方
々
の
紹
介
を
受
け
、
 

協
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
。
 

三
．
調
査
で
明
ら
か
に
 

な
っ
た
こ
と
 

七
都
県
の
選
定
地
計
一
四
ー
カ
所
で
 

延
べ
四
、
四
九
六
種
に
関
す
る
生
物
情
報
 

が
収
集
、
確
認
さ
れ
た
（
実
際
の
出
現
 

種
数
は
計
四
五
七
種
）
。
ー
カ
所
あ
た
り
 

平
均
を
見
る
と
重
要
里
地
里
山
で
は
一
一
 

七
種
、
重
要
湿
地
で
三
九
種
で
あ
っ
た
。
 

文
献
情
報
と
し
て
は
、
都
県
版
R
D
 

B
の
ほ
か
、
精
確
な
位
置
情
報
を
も
つ
 

自
然
環
境
保
全
基
礎
調
査
、
モ
ニ
タ
リ
 

ン
グ
ー
〇
〇
〇
、
田
ん
ぽ
の
生
き
も
の
 

調
査
に
よ
る
生
物
分
布
情
報
も
活
用
し
 

た
。
こ
の
三
件
の
既
存
文
献
か
ら
得
ら
 

れ
た
「
生
息
可
能
性
」
 
の
あ
る
種
数
と
、
 

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
可
能
性
が
確
認
さ
 

れ
た
種
数
を
比
較
す
る
と
、
図
2

の
よ
 

う
に
な
り
、
約
四
倍
の
情
報
が
得
ら
れ
 

た
こ
と
に
な
る
。
分
類
群
別
で
は
、
昆
 

虫
類
と
鳥
類
で
の
情
報
の
補
完
が
大
き
 

か
っ
た
。
 

今
回
の
調
査
で
は
、
「
生
息
可
能
性
」
 

を
い
く
つ
か
の
カ
テ
ゴ
リ
に
分
け
て
ヒ
 

ア
リ
ン
グ
し
、
客
観
的
根
拠
情
報
と
あ
 

わ
せ
て
示
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
結
果
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7都県計 

生息可能 

性有 

34% 

生息（確 

度低） 

26% 

生息（確 

度高） 

40% 

．生息（確度高） 

生息（確度低） 

津生息可能性有 

図3 

【注記】 

・生息（確度高）：現在または過去に生息 

が確認され、かつ客観的根拠情報（文 

献、調査結果、又は標本）がある種 

・生息（確度低）：現在または過去に生息 

が確認されているが、客観的な根拠情 

報はない種 

・生息可能性有：ヒアリング対象有識者 

が生息可能性有りと判断した種 

＊過去に生息していたが現在はいないも 

のは除外している 

※「平成30年度重要里地里山及び重要湿地に 

おける絶減危惧種の情報拡充手法検討業 

務報告割（平成31年3月）データより作成 

生息確度からみた絶滅危倶種のデータ数（延べ種数） 

～試行調査で確認された計4,496種について～ 

図2 関東7都県内の選定地（141 カ所）に生息する絶減危恨動物種数（延べ種数） 

（既存文献調査結果と地域有識者ヒアリング調査結果の比較） 

か
ら
「
生
息
確
度
」
を
三
段
階
に
分
け
 

て
評
価
・
整
理
す
る
こ
と
に
し
た
。
 

「
生
息
」
と
言
え
る
種
が
六
六
％
で
、
 

「
可
能
性
有
り
」
が
三
四
％
で
あ
っ
た
 

（
図
3
参
照
）
。
 

こ
こ
で
い
う
「
可
能
性
有
り
」
 
は
い
 

わ
ば
有
識
者
の
暗
黙
知
に
よ
る
も
の
で
 

あ
り
、
文
献
、
標
本
な
ど
で
確
認
で
き
 

る
も
の
で
は
な
い
が
、
地
域
を
よ
く
知
 

る
方
々
の
判
断
で
あ
り
、
信
頼
性
は
高
 

い
も
の
と
考
え
た
。
 

四
．
協
力
い
た
だ
い
た
有
識
者
 

の
顔
ぶ
れ
と
意
見
 

ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
七
都
県
の
七
一
名
 

の
方
々
に
実
施
し
た
。
当
初
は
各
都
県
 

の
七
つ
の
分
類
群
に
一
名
ず
つ
、
計
四
 

九
名
を
想
定
し
て
い
た
が
、
カ
バ
ー
し
 

き
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
出
る
な
ど
に
よ
り
 

膨
れ
上
が
っ
た
。
 
メ
ン
バ
ー
は
、
地
域
 

の
保
護
活
動
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
、
同
好
 

会
メ
ン
バ
ー
、
博
物
館
職
員
、
教
員
な
 

ど
、
さ
ま
ざ
ま
。
個
々
の
場
所
、
種
に
 

つ
い
て
生
息
の
根
拠
情
報
ま
で
を
求
め
 

る
な
ど
か
な
り
の
負
担
を
か
け
る
調
査
 

だ
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
方
々
に
積
極
 

的
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。
ネ
ッ
ト
ワ
 

ー
ク
を
生
か
し
て
他
の
方
を
紹
介
い
た
 

だ
い
た
り
、
自
分
で
知
人
か
ら
確
認
を
 

と
っ
て
下
さ
っ
た
方
も
あ
っ
た
。
 

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
際
し
、
「
基
礎
的
な
デ
 

ー
タ
ベ
ー
ス
を
し
っ
か
り
つ
く
る
こ
と
 

は
重
要
。
一
般
公
開
可
能
な
デ
ー
タ
ベ
 

ー
ス
が
で
き
れ
ば
、
地
域
で
も
さ
ま
ざ
 

ま
に
活
用
可
能
」
、
「
重
要
里
地
里
山
・
 

重
要
湿
地
の
範
囲
、
境
界
が
あ
い
ま
 

い
」
、
「
環
境
省
R
L
種
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
 

各
地
域
で
キ
ー
に
な
る
種
に
つ
い
て
、
 

よ
り
丁
寧
な
情
報
整
理
を
行
う
べ
き
」
 

な
ど
調
査
に
対
す
る
意
見
や
、
国
、
県
 

の
施
策
に
つ
い
て
「
生
物
多
様
性
保
全
 

は
長
期
的
に
何
を
目
指
し
て
い
く
の
か
、
 

環
境
省
か
ら
地
域
に
示
す
保
全
活
動
の
 

指
針
や
基
準
を
つ
く
っ
て
い
く
べ
き
」
、
 

「
地
方
ご
と
の
R
D
B
作
成
に
は
国
と
県
 

で
連
携
を
図
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
 

見
も
あ
わ
せ
て
多
く
い
た
だ
い
た
。
 

五
．
地
域
在
住
有
識
者
と
の
協
力
体
 

制
構
築
の
意
義
、
今
後
の
課
題
 

調
査
を
通
じ
、
地
域
ご
と
に
保
全
意
 

識
が
高
く
生
物
と
生
息
環
境
へ
の
深
い
 

知
見
を
有
す
る
人
々
が
存
在
す
る
手
ご
 

た
え
が
得
ら
れ
た
。
 

二
次
的
自
然
の
生
物
多
様
性
保
全
に
 

は
、
人
の
手
が
加
わ
る
こ
と
が
不
可
欠
 

で
あ
る
。
今
回
の
調
査
対
象
は
直
接
的
 

な
担
い
手
と
は
限
ら
な
い
が
、
地
域
の
 

保
全
活
動
を
支
え
る
重
要
な
「
資
源
」
 

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
推
察
で
き
る
。
 

こ
う
し
た
活
動
主
体
を
目
に
見
え
る
形
 

で
把
握
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
 

地
域
の
生
物
情
報
を
把
握
し
、
集
約
し
 

て
い
く
上
で
、
都
道
府
県
の
役
割
に
期
 

待
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
地
域
在
住
の
民
間
 

有
識
者
と
の
協
力
体
制
構
築
は
大
き
な
 

意
味
を
も
つ
と
考
え
る
。
こ
の
た
め
得
 

ら
れ
た
情
報
を
体
系
化
し
、
地
域
に
フ
 

イ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
 

れ
る
が
、
絶
滅
危
惧
種
の
情
報
公
開
に
 

は
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
問
題
が
あ
り
、
そ
 

の
意
味
で
も
取
り
扱
い
の
ル
ー
ル
を
は
 

っ
き
り
さ
せ
、
信
頼
関
係
を
確
立
す
る
 

こ
と
も
欠
か
せ
な
い
。
 

今
回
試
行
し
た
調
査
手
法
を
活
用
し
、
 

全
国
調
査
に
取
り
組
む
こ
と
が
期
待
さ
 

れ
る
が
、
精
度
の
高
い
情
報
拡
充
に
は
 

多
く
の
時
間
と
人
手
が
か
か
る
。
段
階
 

（
生
息
確
度
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
地
域
 

の
拡
大
）
を
い
く
つ
か
に
分
け
て
、
着
 

実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
 

岩

野

 
温
子
●
い
わ
の
 
あ
つ
こ
 

株
式
会
社
メ
ッ
ツ
研
究
所
環
境
計
画
室
研
究
 

員
。
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
文
教
大
学
大
学
院
 

国
際
協
力
学
研
究
科
修
了
。
 

（
会
社
概
要
）
国
内
外
の
都
市
、
地
域
が
か
 

か
え
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
研
究
・
調
査
 

し
、
課
題
解
決
に
向
け
た
提
案
、
実
現
に
向
 

け
た
支
援
を
行
う
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
で
 

あ
り
、
国
立
公
園
地
域
の
整
備
、
自
然
再
生
 

事
業
、
里
山
保
全
活
用
、
島
づ
く
り
、
移
住
 

定
住
促
進
な
ど
の
分
野
を
得
意
と
す
る
。
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